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が
・
一
日
以
来
容
体
に
念
を
も

一
E
・
ど
ん
な
関
係
が
あ
り
ま
し

一
り
に
な
り
・
我
が
魚
津
へ
は
、

一

ど
御
話
し
に
な
り
、
私
達
に

一

納
の
件

一
ヲ
ー
も
、
瓦
礁
の
積
る
磁
と
な

よ
ほ
し
・

一一
一日
深
更
に
至
り
危

一
ょ
う
か
。

一
九
月
二
十
一
日
か
ら
四
日
間
魚

一

も
有
能
い
御
言
葉
を
賜
わ
り

一
同
議
案
第
二
二
一
一号
予
算
外
義

一
訂

間

同

時

M
M川
口

篤
に
陥
ら
れ
.
両
陛
下
を
始
め

一

大
正
十
三
年
五
月
六
日
.
春

一
津
町
高
野
由
次
郎
氏
邸
に
御
宿

一

ま
し
た
。
御
下
賜
の
記
念
品

一

務
頁
担
そ
な
す
の
件

高
松
三
笠
間
弟
宮
さ
ま
の
深
い

一
室
の
立
山
に
菅
山
さ
れ
、
未
踏

一
泊
に
な
り
ま
し
た
o
高
野
邸
で

一

は
永
久
に
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存
し
殿
下
の
御
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案
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郵
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え
て
い
る
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は
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岐

に
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日
午
前
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時
三
七
分
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去

一
て
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賑
民
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も
深
い
印
象
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一
て
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の
光
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し
て
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意
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ま
す
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通
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。
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っ
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田
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十
六
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積

郷
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て
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積
榊
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れ
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ま

す
が
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日
本
史
紳
艦
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及
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部
中
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校
講
堂
に
於
て
市
制
実
施
初
の
新
年
祝
賀
交
徹
会
が
、
参
加
者
六
百

名
の
も
と
に
聞
か
れ
、
最
後
に
魚
津
市
の
万
歳
二
一唱
盛
大
都
に
十
一
時
宇
終
了
し
た
。

こ
の
席
上
市
長
は
特
に
F

今
年
は
濁
立
最
初
の
新
春
で
あ
り
、
互
に
謙
服
な
窯
持
で

過
去
を
振
り
返
え
り
、
虞
剣
に
将
来
を
隠
り
、
岡
家
再
建
の
一
端
を
荷
質
ろ
決
意
を

新
た
に
し
た
い
と
強
調
L
・
市
政
に
射
す
る
摺
貨
を
述
べ
市
民
各
位
の
強
い
自
費
の

上
に
立
つ
奮
起
と
協
力
と
を
要
望
し
た
。
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~
未
聞
濯
邦
人
の
鴎
還
促
進
及
戦
犯
者
の
樫
既
に
就
て
は
.

h

-
闘
を
畢
げ
て
の
運
動
を
展
開
申
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
に
日

}
於
て
も
.
積
極
的
に
各
関
係
者
に
陳
情
嘆
願
す
る
こ
と
に
句

"
な
れ
H

ま

し

た

。

~

終
戦
以
来
航
に
七
犀
霜
を
経

一
早
く
之
が
解
決
を
図
る
べ
き
で

講
和
傑
約
が
発
劾
し
て
牢
援
に

一
正
義
人
道
の
上
よ
り
し
て
も
当

な
り
、
閥
際
場
裡
に
濁
立
日
本

一
然
歪
人
類
の
頁
う
ぺ
き
責
務
で

と
し
て
活
闘
の
出
来
る
様
に
な

一
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
な
お

一

叉
載
事
犯
罪
の
名
の
下
に
未

未
だ
に
異
閣
の
圧
で
慕
郁
の
悲

一
だ
に
獄
窓
に
岬
吟
し
.
中
に
は

愁
に
泣
き
‘
重
勢
の
し
ワ
こ
く

一
速
い
酷
暑
の
南
方
獄
舎
に
苦
難

に
な
や
ま
さ
れ
て
い
る
数
十
万

一
の
日
々
を
塗
る
数
百
名
の
同
胞

の
同
胞
の
あ
り
ま
す
こ
と
は
我

一
の
あ
る
こ
と
は
.
職
事
の
叡
棄

等
日
本
闘
民
の
黙
視
す
る
に
忍

一
を
決
意
し
・
世
界
永
謹
の
平
和

び
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
を
誠
実
に
希
求
す
る
我
等
闘
民

而
も
そ
の
抑
留
さ
れ
て
い
る

一
は
.
そ
の
減
刑
、
樺

m.
赦
菟

肉
身
の
生
死
も
判
ら
な
い
で
.

一
は
、
当
然
で
あ
る
と
信
ず
る
も

郷
里
で
待
っ
て
い
る
幼
い
子
供

一
の
で
広
り
ま
す
。
此
の
故
を
以

愛
し
い
妻
或
は
年
老
い
た
究
母

一
て
我
等
同
志
は
之
等
抑
留
者
の

の
心
の
苦
悶
を
察
す
る
と
き
、

一
一
人
を
桟
さ
ず
.
一
日
も
早
〈

更
に
現
在
の
経
桝
伏
勢
と
復
雑

一
廓
還
の
実
現
す
る
様
.
叉
戦
犯

な
枇
会
生
活
の
中
に
家
庭
の
中

一
者
の
内
地
服
役
、
減
刑
、
理
腹

心
を
奪
ば
れ
て
悲
痛
な
生
計
を

一
さ
れ
る
綴
格
段
の
御
盤
力
と
御

続
け
る
留
守
家
族
の
実
情
に
思

一
同
情
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
嘆
願

い
を
致
し
ま
す
主
実
に
断
腸
の

一
陳
情
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

歪
り
で
あ
り
ま
し
て
、
瞬
時
も

「
水
防
倉
庫
建
つ
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急

要

時

の

大

切

な

資

材
・
器

具

置

場

昨
年
の
大
水
害
以
来
轄
に
要
望
さ
れ
た
出

水
時
の
臆
念
資
柑
.
器
具
を
置
く
倉
障
の
設

置
は
、
今
度

一
ケ
所
約
十
四
万
円
を
か
け
て
.

下
中
島
川
縁
.
加
積
積
枕
の
こ
ヶ
聞
に
木
造

建
約
十
時
の
立
振
な
倉
庫
が
出
来
上
り
ま
し

た。
こ
れ
は
事
あ
る
際
に
、
こ
の
倉
庫
に
常
設

さ
れ
た
必
要
な
資
柑
.
器
具
で
水
害
を
防
，
く

大
切
な
役
割
を
も
つ
も
の
で
.
今
ま
で
設
置

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
地
の
早
月
川
右
岸

第
二
水
害
予
防
組
合
.
片
貝
川
左
岸
第
二
水

害
予
防
組
合
員
等
.
七
月
大
水
害
治
経
験
し

た
市
民
に
も
そ
の
設
置
が
喜
ば
れ
て
い
る
。

市
消
防
圃
結
成
以
来
第
一
回

の
出
初
め
式
は
.
去
る
六
日
寒

風
を
つ
い
て
大
町
小
学
校
々
庭

に
参
集
、
市
長
の
挨
拶
の
後
.

河
内
閣
長
の
力
強
い
宣
言
な
ど

あ
り
、
終
っ
て
園
旗
を
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に

市
街
を
一
巡
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泉
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あ
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職
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を
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つ
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防
守
り
一
岬
「
義
勇
塔
」
に
敬
慶

な
祈
り
を
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た
後
.
寒
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も

も
の
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頃
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.
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か
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寒
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林
立
の
偉
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、
水
火
を
辞
さ

ぬ
消
防
閣
員
の
萄
み
肌
に
、
参

集
し
た
市
民
の
顔
に
は
深
い
感

灘
と
安
堵
が
あ
っ
た
。

向
各
分
固
に
於
て
も
、
そ
れ

外
¥
意
義
あ
る
出
初
め
式
を
行

い
ま
し
た
。

傷
を
未
然
に
防
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す
る
た
め
に

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
瞥
報
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よ
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ま
す
が
.
火
災
瞥
報
等
正
問
撞

わ
な
い
よ
う
‘
左
の
.
湿
り
暫
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運
行
し
ま
す
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ら
御
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意
下
さ
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O
短
声
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し
火
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報
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や

ま
ら
ぬ
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う
一
聾
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ず
、
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引

か
ぬ
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本
格
的
降
雪
期
に
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っ
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の

で
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富
山
地
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時
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列
車
を
出
動
運
輔
の
場
合
、
叩
山
岡

遁
瞥
菅
器
で
は
.
鳴
響
を
失
っ

て
起
る
踏
切
障
害
や
、
入
身
死

代
実
録
に
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清
和
天
皇
の
貞

十
五
年
(
西
紀
八
七
二
一〉
十
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「
越
中
国
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積
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一
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自
正
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五
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ら
今
か
ら
千
年
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前
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が
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。

こ
れ
は
今
か
ら
三
百
三
四
十
年

前
の
事
で
あ
り
ま
す
か
ら
こ
の

頃
は
開
拓
者
も
相
当
移
住
し
、

現
在
の
基
礎
は
此
の
時
か
ら
既

に
出
来
て
い
た
の
で
し
ょ
う
o

明
治
九
年
始
め
て
民
選
戸
長

役
場
を
置
い
た
時
に
は
.
住
吉

一
一
一
ヶ
、
川
縁
新
.
早
月
川
原
‘
捕

源
寺
新
.m円
木
.
吉
野
.
早
月
上

野
‘
浅
生
、
有
山
、
升
方
上
椿
.

平
椿
.
下
椿
、
升
田
、
岩
高
、
湯

上
、
出
.
宮
諌
.
川
津
‘
鹿
野
、
魚

津
町
団
地
方
と
い
う
村
で
す
、

団
地
方
の
二
十
二
ケ
村
で
.
周

年
の
学
匝
も
第
六
大
匝
石
川
勝

管
肉
第
九
十
学
風
思
賢
二
番
小

学
校
と
称
し
て
住
吉
に
設
置
さ

れ
通
学
匿
域
も
.
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実
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ぺ
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お
互
に
努
力
を
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る
の
で
あ
り
ま
す
。
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早
く
暖
く
し
て
休
ん
で
下
さ
い
，一

川

Y
W主主
V
す

一

一

一

予
防
に
必
要
で
あ
り
ま
す
o

一
そ
し
て
二
三
日
経
つ
て
な
お
熱

一

ι

婦

機

機

闘

機

総

繍

繍

一
化
市
民
と
な
っ
て
下
ぷ
。
私

一

新
年
祝
賀
交
敵
曾
を
西
部
中

一

?

を

か

け

る

こ

と

も

効

一
が
下
ら
な
い
様
で
し
去
、
軍

一
;

量

三

z
h畿

一
の
主
張
す

る

こ

の

こ

と

;

学

校

に

お

い

て

開

催

一

果
が
あ
り
ま
す
。

一
な
る
感
冒
と
は
思
は
れ
ま
せ
ん

一

vy綴

;

努

三

経

寄

一
く

の

人

々

の

共

鳴

を

呼

;

;

日

g

一

例
多
人
数
群
集
す
る
喰
画
館
な

一
か
れ
、
な
る
べ
く
早
い
う
ち
に

一
m

m

刷

機

機

欝

緩

議

一

分
の
眼
で
も
の
見
、
自
分
の
頭

一

昭
和
二
十
八
年
の
御
用
始
め

一

〈
ぷ
ろ
諸
説
郡
山
一閥
抗
儲
け
れ
M
K
J
紅
一
~

磁
機
麟
脇
級
機
四
四

ヘ
一い
門
誌
吹
い
い
れ
い
ほ
一
に当り市
長訓示。

一

る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
ぶ

一

t

t

一

…

磁

鱗

鱒

開

鱗

鍛

嬢

旨

一
の
核
心
と
な
り
、
礎
と
な
い
で

一

消
防
出
初
式

一

一

一

三

日

凶

悪

欝

譲

v
p

津

一
L
ょ
う
o

一
:

日

一

入

居

者

決

定

一

日

宅

問

機

鱗

額

綴

綴

線

機

蜘

淵

!

一筆
者
は
腎
学
問
士
、
金
量

一

検
察
審
査
委
員
候
補
者
選
定

一

昨

fu一
豆
一

h
一一

1
・
市

{

一
九

JJN

舗
醸

帆
撃
機
機
勝
機
鯵
鍛
鱗

画
的

一

科
犬
学
助
教
授
.
及
び
金

↑

一

一

一
r

言
葉
縄
関
警
緩
緩
議
:

4

N
一

様
大
学
法
文
学
部
講
師

一

の
く
じ
執
行

一
役
所
二
階
で
、
今
度
新
し
く
で

~

一
沼

、

議

議

轟

懇

鋭
機
織
線
機
務
機
鶴

次

一
i
-
ti
t
-t
itt
i
--
sj
t
i
--、、

!
t
it
iL
き
た
市
営
住
宅
入
居
者
抽
畿
会

一

一

言

議

議

機

欝

鱗

謬

綴

綴

鱗

議

1

一
礎
を
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

一
い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

一
2

2

2

2

入

居

浜

一

一
品
川
総
務
ぷ

努
畿

臨

麟

綴
綴
機
織
機
織
麟

一
ん
が
‘
商
工
農
漁
に
一旦
る
既
春

一
す
。
希
望
や
構
想
を
述
べ
る
こ

一定
し
、
楽
し
い
正
月
を
ポ
の
呑

一

一

綴

翠

綴

磯

騨
翻
棚
機

綴

機

織

機

嫌

一
の
多
角
的
諸
嬰
素
の
い
づ
れ
に

一
と
は
容
易
で
あ
る
が
・
私
と
蹴

一
も
匂
ふ
新
宅
で
逸
ら
れ
ま
し
た

一

一

2i
i
!事

5
5
3
3
jj

:E・
E・-EE・E
・--
一
重
点
を
置
い
て
そ
の
飛
閥
的
発

一
も
現
在
九
て
の
地
方
自
治
体
.

一

水

嬬

興

三

郎

一

一一=================一三==一一言==喜一言==室==一言=====一============EE--
一
腰
そ
闘
る
か
凱
び
に
そ
れ
ら
諸

一‘
そ
し
て
魚
津
市
の
場
合
に
お
い

一

小

川

六

三

郎

一

一

去
る
四
月
一
日
の
大
魚
樟
市

一
け
る
市
の
建
設
計
画
は
こ
の
共

一
産
業
の
調
和
的
発
達
の
戸
建
を

一
て
は
普
通
以
上
に
詣
面
し
て
い

一

貫

和

清

松

一

一
の
出
現
は
多
年
の
懸
案
で
あ
り

一
聞
社
会
観
に
立
っ
て
立
案
せ
ら

一
何
に
求
め
る
か
等
々
・
そ
し
て

一
る
最
困
難
点
は
財
政
問
題
で
あ

一

山

田

き

く

一

一
且
つ
難
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を

一
る
べ
く
、
市
政
の
運
管
は
全

1
7
」
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
問
題

一
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
積
り

一

松

本

繁

二

一

-
陰
な
が
ら
聞
ぎ
知
っ
て
い
た
私

一
民
の

一
致
協
力
に
期
待
し
た
L

一
正
な
る
の
は
都
市
計
画
で
あ
る

一
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
院
路
を
訂

一

桶

田

勝

造

一

一
に
と
っ
て
一
大
驚
異
で
あ
り
ま

一
の
で
あ
り
ま
す
。
魚
樟
市
に
封

一
が
こ
れ
も
安
易
に
旧
魚
樟
町
の

一
開
す
る
途
は
市
政
諸
機
関
の
叡

一

黒

瀬

政

二

一

一
し
た
o
そ
し
て
衷
心
か
ら
慶
祝

一
L
て
多
大
の
希
望
と
期
待
を
寄

一
延
長
と

い
う
考
え
方
で
は
な
く

一
智
と
合
理
的
運
管
と
、
市
民
各

一

山

本

敏

之

~
の
念
そ
禁
じ

得

チ

/

P

之

チ

せ

る

豆

腐

く
全
体
的
問
点
か
ら
立
地
俊

一
位
の
市
政
に
射
す
る
熱
意
あ
る

一

入

血

輝

夫

な
か
っ
た
の
て

t

/

面
に
方

一
件
を
検
討
し
て
い
た
ど
き
た

一
協
力
以
外
に
は
な
か
ろ
う
と
考

一

あ
り
ま
す
。
累
積
さ
れ
た
地
域

一
て
魚
津
市
が
笛
面
し
て
い
る
諸

一
い。

一
え
ま
す
。

一

一
的
利
害
感
情
と
情
実
を
一
掃
し

一
関
雌
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ

一
向
道
路
、
受
理
住
宅
民
生

一
乞
は
れ
る
?
に
卑
見
を
述
べ

一一

火

の

注

意

て
見
事
に
成
長
し
た
共
同
枇
会

一
ら
れ
る

の
で
あ
り
ま
す
。
従
-東
一
保

健

衛

生

施
設
の
整
倒
壊
允

一
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

蔭
な
が

一…
⑥
コ
タ

ツ
、
カ

マ
ド

、

一

的
意
識
こ
そ
大
魚
津
市
発
展
の

一
の
文
化
的
経
済
的
停
滞
性
を
超

一
も
全
市
的
考
慮
に
お
い
て
な
さ

一
ら
郷
土
魚
津
の
発
展
を
祈
っ
て

一一

火

鉢

の

火
、
火
消
壷
一

愈
い
基
礎
で
あ
り
.
開
し
い
将

一克
し
て
近
代
都
市
的
地
域
祉
会

一
れ
た
く
、
敬
育
文
化
施
設
に
つ

一
お
り
ま
す
。

一一

来
を
約
束
す
る
も
の
と
い
う
こ

一
と
し
て
の
発
展
を
期
す
る
に
は

一
い
て
は
特
に
全
市
民
の
利
用
の

一
筆

者

は

金

津

大

学

教

授

戸

充

分

注

意

下

3
ぃ
。
↑

『
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
今
後
に
お
瓦
よ
り
も
そ
の
器
産
業
的
基

一
便
宜
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
お

一
石
川
勝
地
方
努
働
委
員
会
長

f
l
i
t
u
i
m問
団
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第
必
固
定
期
V

コ
ー

ド

コ

シ

サ

l
ト
の
開
催

主
き
一
月
廿
四
日
午
後
七
時

ト
4
F
hソ

曲
目
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
ハ
シ
ユ

ー
マ
シ
作
曲
〉

O
ス
ペ
イ
ン

焚
響
曲

0
.ハ
ラ

1
ト

解
説
浅
尾
久
矩
民

大
一
月
度
ナ
ト

コ
映
画

巡
回
に
つ
い
て

一
月
度
の
ナ
ト
コ
映
商
は
次

の
よ
う
に
き
ま
り
ま
し
た
か
ら

皆
様
の
御
利
用
を
お
ま
ち
し
て

い
ま
す
。

O
巡
回
日
一
月
十
二
日
よ
り
二

月
八
日
ま
で

震え

E又言訟

O
各
支
所
管
内
の
映
画
巡
回
は

一
月
十
六
日
よ
り
一
月
品
川
一

日
ま
で
に
賞
施
の
予
定
で
す

O
一
般
閤
体
及
び
事
業
場
な
ど

の
方
は
散
育
委
員
会
又
は
闘

書
館
ま
で
御
申
込
み
下
さ

、。、bw

O
フ
ィ
ル
ム
の
内
容

L
晴
れ
の
皇
太
子

O
L

洗
た
く
の
科
学

払
あ
な
た
は
ま
も
ら
れ
て
い
・0

ι
音
無
の
森

ふ
ス

グ
リ
1

シ
マ
ガ
ジ
シ

仏

結

核

円
ハ
我
が
子
は
盲

公
図
書
返
納
に
つ
い
て

お
願
い
け
一

御
承
知
の
よ
う
に
‘
闘
書
の

貸
出
期
間
は
.
一
般
成
人
の
方

は
十
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が

相
当
長
期
間
返
納
さ
れ
な
い
む

き
が
あ
り
ま
す
。
他
の
人
々
に

も
迷
惑
に
な
り
ま
す
放
歪
念
返

納
下
さ
い
。

誠、
融様、
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-
初
領
り
・

編
輯
室

へ
の
初
便
り
は
.
魚

津
出
身
の
大
阪
讃
売
新
聞
祉
の

荒
井
正
司
氏
か
ら
で
.

昭
和
廿
八
年
の
新
春
を
迎
え
遥

か
に
御
祝
詞
申
上
げ
ま
す
。

市
政
二
年
目
今
年
こ
そ
は
隆
々

た
る
御
発
展
の
程
を
祈
り
ま
す

旧
年
中
よ
り
市
鹿
報
御
悪
婚
に

預
か
り
、
厚
く
お
穂
申
上
げ
ま

す
。
な
つ
か
し
〈
拝
見
致
し
て

お
り
ま
す
。

ー

l
以
下
略
l
l

-
-
・
御
願
い
・
:

本
年
市
長
宛
年
賀
郵
便
の
数

々
の
中
に
八
尾
町
の
住
人
上
回

景
秋
氏
〈
八
一
-
才
〉
か
ら
、
五
百
年

前
の
作
で
魚
津
八
景
の
六
曲
目俳

風
が
あ
る
筈
た
と
の
知
ら
せ
が

あ
り
ま
し
た
。
文
化
財
と
し
て

珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
ず
か
ら
所
在
を
御
知
り
の
方

は
鹿
報
編
輯
室
ま
で
御
知
ら
せ

下
さ
い
お
願
い
致
し
ま
す
。


